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　――将来的にＡＩなどが薬局に導入
されていくかもしれません。そうなっ
たときに、薬剤師の業務はどのように
変わってくると思いますか。
　どんどん変わってくるでしょう。膨
大な情報は機械に任せたらいいと思い
ます。薬剤師は、個々の患者さんのこ
だわりや好みに応じて、特徴に合った
対応をしていくという一人ひとりの患
者さんに対する“薬学的マネージャー”
であるべきだと思いますね。
　また、最近は健康サポートの概念が
広がってきているとは思いますが、ま
だまだ「病人サポート」です。健康な
人に一次予防としてアプローチしてい
くことこそが「健康サポート」であり、
これからの薬剤師が担っていくべき部
分だと思います。
　職が失われるのではないかと
いうネガティブな意見もありま
すが、そんな時代だからこそ、
新たな業務に取り組んでいきた
いです。例えば、面対応の薬局
だと、10人の患者さんに対し
て10人の医師、10個のネット
ワークがあるわけです。そうな
ってくると報告書の作法も違っ
てきます。患者さんの情報をう
まく機械で管理できるようにな
ればだいぶ楽になりますし、在
宅訪問時に経管栄養剤などを運
ぶのは結構大変なので、運搬の
面でも機械化や委託ができたら
助かります。
　機械に任せられるところは任
せていくと、薬剤師が患者さん
のためにできる範囲は変わって

きますよね。そういった技術が使える
時代こそ、地域の連携が必要になって
きます。
　――他職種との連携はどのようにし
ていけばいいでしょうか。
　札幌市西区には「在宅ケア連絡会」
というものがあり、これは結構昔から
取り組んでいます。「薬剤師・ケアマ
ネカフェ」や「薬剤師・栄養士カフェ」
といったものを開いていますが、各職
種の満足度はとても高いです。
　例えば、医師が医療器具を選び、在
宅現場に持っていったら合わなかった
なんてことがあるんですよね。医療器
具の選択などは薬剤師に任せてくれて
いいんですよ。物流は得意技ですから
ね。そういったことを話し合って、患
者さんのために効率的かつ包括的な医

て考えていない薬局が多いのではな
いでしょうか。検体測定自体にもコス
トがかかりますし、検体測定に関連す
る商品のバリエーションを揃えなけ
ればならないとなると、なかなか始め
るのは難しいのかもしれません。処方

箋調剤中心の薬局では、なおさらです
よね。検体測定を行って、病院で測っ
た検査値と違っていたりしたら、やや
こしいことになりかねません。薬局に
おける検体測定が有用であることを、
もっと周知させる必要があると思いま
す。

　そこで大切なのは、測定をスクリー
ニングと考えないことです。これによ
って処方箋が何枚増えたということで
はなく、健康な人にこそ検体測定に来
てほしいのです。数値上は異常がなく
ても、遺伝的に血糖値が高い人などは
定期的にチェックしたいですしね。

いんだと思います。イベントを通じて、
急激に薬剤師の意識は変わっていくこ
とを実感しています。
　――検体測定によって一般市民の意
識も薬剤師の意識も変わるんですね。
　まさにそうです。口で言うよりも体
験してもらえば分かります。「明日か
らの仕事の見方が変わりました」なん
て言ってきた薬剤師もいましたね。検
体測定をして自分でアドバイスする
と、「自分の患者さん」という意識が
芽生えるのでしょう。これは医療者と
して非常に大切なことです。
　――様々なことにチャレンジされて
きた高市先生にとって、薬局薬剤師の
やりがいとは何ですか。
　検体測定を通して患者さんと関わっ
ていると、プライマリの段階から関わ
れますよね。患者さんとのコミュニケ
ーションがあって、それまでのストー
リーがあると、その人の物語を達成す
るために関わることができるんです
よ。終末期でも、亡くなるまでの付き
合いとなると、薬剤師以前に、その患
者さんの願いや思いをどうやって達成
させてあげるかというやりがいがあり
ます。
　たまたま薬剤師は薬物療法のプロで
あるだけで、そこまでどういう付き合
いがあったかは一人ひとり違うわけで
す。一人ひとりの物語に対して、最期
まで関わっていける、それをより良い
ものにするために努力できるというの
は、医療人として、また１人の人間と
してやりがいがあることですよね。単
発なエピソードでは得られないものだ
と思います。長い患者さんとの付き合
いがあってこそ、得られる感情ではな
いでしょうか。
　――最後に薬学生へのメッセージを
お願いします。
　若い皆さんはＳＮＳにも慣れ、情報
リテラシーは私よりずっと高いと思う
ので釈迦に説法ですが、たとえ先生の
言うことであっても、先輩でも本でも、
情報は鵜呑みにするなということで
す。そして根拠はなくても、仮説や物
語で行動してもいいんじゃないかと思
うことです。そのためには、いい仲間
をつくることでしょうか。

現状は「病人サポ－ト薬局」
健康人にアプローチこそ必要

療を目指しています。
　――一般市民との連携について、先
生は市民向けの講演活動などもされて
いますが、このような地域活動も大切
になってきますか。
　そうですね。私は積極的に取り組ん
でいます。講演会に来るような人は、
比較的健康な方なんですよね。だから
こそ、一次予防の話を中心にしていま
す。
　――他に実践している地域活動はあ
りますか。
　毎年、小学校の体育館で医師や歯科
医師、看護師や栄養士などと共に健康
フェアに参加させてもらっています。
検体測定のブースは毎年好評ですね。
はじめは薬剤師２人の参加でしたが、
昨年は30人を超えましたね。これま
でイベントに積極的でなかった薬剤師
も検体測定をして、生活習慣に対する
アドバイスを始めると話が止まらない
んですよ。知識があるわけですから、
それを最大限に利用できる機会が楽し

対談を終えて
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